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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ATP依存性DNAヘリカーゼIIまたはDNA修復タンパク質XRCC5としても知られるKuヘテロ二量体タンパク質の80キロダルトンサブユニットです。KuはDNA依存性タンパク質キナーゼのDNA結合成分であり、DNAリガーゼIV-XRCC4複合体と連携して、非相同末端結合によるDNA二本鎖切断の修復とV(D)J組換えの完了に関与します。この遺伝子は、DNA二本鎖切断修復およびV(D)J組換えの遂行能力に欠陥のある変異体であるチャイニーズハムスターxrs-6を機能的に補完します。この遺伝子の稀なマイクロサテライト多型は、放射線感受性の異なる患者における癌と関連しています。 [RefSeq提供、2008年7月],発生段階：前骨髄球分化中に発現が増加する。,疾患：全身性エリテマトーデス（SLE）および関連疾患の患者は、p70およびp86に対する自己抗体を大量に産生する。,ドメイン：EEXXXDDLモチーフは、触媒サブユニットPRKDCとの相互作用、およびDNA損傷部位へのそのリクルートメントに必要である。,機能：一本鎖DNA依存性ATP依存性ヘリカーゼ。染色体転座に関与する。DNAヘリカーゼII複合体は、細胞周期依存的に二本鎖DNAのフォーク状末端に優先的に結合し、3'-5'方向に作用する。DNAへの結合はp70を介している可能性がある。二本鎖切断修復およびV(D)J組換えに必要なDNA非相同末端結合（NHEJ）に関与する。 Ku p70/p86二量体は、DNA依存性タンパク質キナーゼ複合体DNA-PKの調節サブユニットとして機能し、触媒サブユニットPRKDCのDNA親和性を100倍に高めます。Ku p70/p86二量体は、切断されたDNA末端を安定化させ、それらを結合させる役割を担っていると考えられます。DNA末端へのDNA-PK複合体の集合は、NHEJライゲーション段階に必須です。NARG1と共役して、Ku p70/p86二量体はオステオカルシンプロモーターに結合し、オステオカルシンの発現を活性化します。,誘導：骨芽細胞においてFGF2によって誘導されます。,PTM：セリン残基がリン酸化されています。 PRKDCによるリン酸化はヘリカーゼ活性を増強する可能性がある。,PTM：SUMO化されている。,類似性：ku80ファミリーに属する。,類似性：1つのKuドメインを含む。,サブユニット：70 kDaサブユニットと80 kDaサブユニットのヘテロ二量体。この二量体はDNA依存的にPRKDCと会合し、DNA依存性タンパク質キナーゼ複合体DNA-PK、およびLIG4-XRCC4複合体を形成する。この二量体はNARG1とも会合し、この複合体はオステオカルシンFGF応答配列（OCFRE）に対するDNA結合活性を示す。さらに、80 kDaサブユニットは骨芽細胞特異的転写因子MSX2およびRUNX2と結合する。ELF3と相互作用する。APLFと相互作用する可能性がある。,
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	Ku70/80抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Ku70/80抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Ku70/80抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Ku-80ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	Ku-80ポリクローナル抗体を用いたCOS7細胞のウェスタンブロット解析

